
国際博覧会大阪開催検討データ収集等調査より中間報告 

 

   ① 開催意義とテーマ 

   ② 経済波及効果 

 

※中間報告につき、今後の精査により数値等を変更する可能性があります。 

資料３ 



① 国際博覧会大阪開催のテーマ設定に係る基礎検討 
§１ 検討の進め方 
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過去の立候補都市の提案 

• 過去の万博立候補都市
が提示したテーマとその
背景や意義 

世界的な会議の場での議
論 
• APECなどでの議論や提言 

•世界的な課題解決に向け
た我が国の役割 

大阪・関西での開催意義 
•大阪での過去の万博開催 

•アジア諸国への技術提
供・指導などの役割等 

世界レベルの課題抽出 

•万博に相応しいテーマ、課題、世界で議論されている
課題とは 

抽出した課題のマッピングとマッチング 
•万博の開催を機に日本国（大阪・関西）で取り組む意義のある課題は何か？ 

•世界レベルの課題解決の中で大阪・関西のポテンシャル（強み等）とマッチングするテー
マは何か？ポテンシャルに対する海外と大阪の認識に差はないか？ 

国際博覧会のテーマ設定 

国際博覧会による大阪・
関西への経済効果 

•国際博覧会開催を契機
（追い風）とした経済効
果 

•開催後における地域活
性化への貢献 

課題解決に向けた日本国の役割 
•課題先進国：日本国における 
 先導的役割とは 

課題解決に貢献する
大阪・関西の役割 



人（人口、生活、健康、医療・スポーツ・・） 

都市・農村（都市活動、生活空間・環境技術・・） 

地球・国土（山地、海・河川、森林、自然・・・・） 

●人口爆発（途上国） 

●生物多様性 

●男女平等問題 

●歴史・文化に対する 
         世界的な認識 

●貧困と不平等の連鎖 
●防災と災害援助 

●疫病対策 

●環境汚染 

●都市の人口過密 
●農村人口減少 

●国際社会の平和と安全 

§２ 世界レベルの課題に対する我が国と大阪・関西の関わり   ※代表的な課題の抽出による分類の例示 

環境 
経済 

 
資源 文化 

食糧 
エネル
ギー 健康 

● 
食糧問題 
▼ 

天下の 
台所 

● 
感染対策 
▼ 

先端医薬、
健康ｽﾎﾟｰﾂ 

● 
ｴﾈﾙｷﾞｰ不足 

▼ 

多様な未利用
ｴﾈﾙｷﾞー 活用 

● 
資源の枯渇 

▼ 
豊かな 
水資源 

● 
地球環境 
問題 
▼ 

ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 

● 
金融/経済/ 
財政危機/ 

▼ 
商都大阪 

歴史 
● 

多文化共生 
▼ 

笑いの文化 
● 

歴史認識 
 ▼ 

難波津の 
歴史 

▼少子高齢化社会 

▼先進的なライフサイエンスの集積 

▼グローバル市場で果敢
にチャレンジする企業の研
究者 

▼再生医療の実用化 

▼東洋のマンチェスター 

▼南海トラフ地震対策 

▼西日本の行政・経済・文化・交通の中心 

▼ヒートアイランド 

▼日本第2位の人口密度 

▼医療・健康分野における国際的
イノベーション拠点の形成 

▼人工島（舞洲・夢洲・咲洲） ▼IRリゾート構想 

▼環境配慮型のライフスタイル 
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① 国際博覧会大阪開催のテーマ設定に係る基礎検討 

●世界的な課題 

▼日本国（特に大阪・関
西）の関わり 



§３ 開催テーマ絞り込みのイメージ  ※分野ごとに、SWOT分析、認知度の把握等でテーマを抽出、絞り込むイメージ 

SWOT分析による関

西・大阪の強み・機会
の抽出 

関西・大阪と海外の
認識の違い 

関連するテー
マの例示 

開催意義・効
果 

強み：先端医療の優れた
研究者や企業が集積、健
康スポーツの高まり 

機会：海外の企業・研究
者との交流 

海外の認識：優れた再
生医療の技術 

内部の認識：ライフサ
イエンス、薬業の歴史
と集積 

健康・スポーツ 
先端医療 
ライフサイエン
ス 
等 

・健康寿命延伸 
・感染症予防等 
・健康・医療産業  
の活性化 
・医療技術の普及 

強み：優れた人工島の環
境技術、様々な自然エネ
ルギーの利用 

機会：舞洲・夢洲での環
境技術をショーケース化 

海外の認識：廃棄物等
で埋め立てる人工島 

内部の認識：スポーツ
アイランド、日本を代
表する水都 

水都(都市再生) 
都市環境 
ヒートアイラン
ド 
等 

・持続可能社会の
実現 
・環境技術の向
上・普及 
・環境関連産業の
活性化 

強み：豊かな水資源、震
災復興の経験・知識、先
進的な水処理技術 

機会：震災からの復興支
援、おいしい水のPR 

海外の認識：安全な水、
震災からの復興 

内部の認識：豊かな水
資源に支えられた水供
給 

安心・安全(大規
模災害等) 
おいしい水 
等 

・安全意識の普及 
・被災極小化 
・世界的な水道普
及 
・資源・防災関連
産業の活性化（水
ビジネス） 
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人 

健康・スポー
ツ・医療 

都市・農村 

環境・エネル
ギー 

地球・国土 

資源・防災 

関西経済の活性化 

① 国際博覧会大阪開催のテーマ設定に係る基礎検討 

大阪府の政策によるリーダーシップ 



（２）地域経済構造等を踏まえた万博開催による経済効果の向上化に関する検討 

  

② 国際博覧会大阪開催による経済効果検討 

§１ 国際博覧会大阪開催による経済効果の検討フロー 

（１） 愛・地球博相当の万博を府内で開催した場合の経済効果試算 ＜標準試算＞ 

     〔愛・地球博の実績値（建設・運営・消費支出）に基づく〕   

万博の開催テーマ 〔検討深度化〕 

①大阪府の地域経済構造 
  〔経済産業省レポートによる下記ポイントに着目した検討〕 
  ⅰ）域外市場産業の重要性（域外資金獲得） ⅱ）評価指標（特化係数、影響力係数） 

万博開催テーマの検討 
○府の成長戦略（既往計画等） 
○第１・2回検討会の意見 

○万博のテーマ設定に係る基礎検討 〔ﾃｰﾏの例示〕 
 
   

②万博開催前後の効果  ＜ｵﾌﾟｼｮﾝ試算＞ 

 〔直接効果（例）〕 ～開催前・開催中～ 
  ⅰ）  ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ型医薬品・医療ｻｰﾋﾞｽの普及・定着 
 ⅱ） 次世代型ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末・関連ｻｰﾋ゙ｽの普及・定着 

  〔間接（誘発）効果（例）〕 ～開催後～ 
 ⅲ） 国内企業・外資系企業の進出 
 ⅳ） 国際会議・大規模イベントの開催     等   

③経済効果（合計） ＜標準＋ｵﾌﾟｼｮﾝ＞   

   ⅰ） 先端医療、ライフサイエンス 
   ⅱ） 健康・スポーツ 
   ⅲ） ⅳ） 都市環境、ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ､安心･安全  等 
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§２ 愛・地球博相当の万博を開催した場合の経済効果試算 

■経済効果の試算結果 ＜標準試算＞ 

 ＜参考＞ 上記②をもとにした会場建設に対する経済波及効果（府内）の比率 

     【会場建設（A）】  1,780億円  →    【経済波及効果（B）】 11,279億円   Ｂ／Ａ＝6.34 

      ※会場運営関連支出は入場料収入にて回収と想定    

 ① 会場建設投資額に対する会場運営・消費支出需要誘発額の比率 

     【会場建設（A）】   1,780億円 → 【会場運営・消費支出（B）】 6,910億円   

 ② 万博開催による経済波及効果（府内） 

   【建設・運営・消費支出（A）】   8,690億円 → 【経済波及効果（B）】   11,279億円 

 Ｂ／Ａ＝ 3.88       

 Ｂ／Ａ＝ 1.30       

 〔 愛・地球博の実績値に基づく前提条件 〕  

   ①会場建設   1,780億円  （ 博覧会協会：1,319億円、企業ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ：    461億円 ） 

   ②会場運営   2,091億円  （ 博覧会協会：   627億円、企業ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ： 1,464億円） 

         ③消費支出   4,819億円 

              合  計  8,690億円 
  

② 国際博覧会大阪開催による経済効果検討 
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〔検討のポイント② 〕      ～２つの評価指標の設定～  ⅰ） 特化係数 ⅱ） 影響力係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔検討のポイント① 〕      ～経済産業省レポート（大阪府の地域経済分析）の考え方～ 

  域外から資金を流入させる域外市場産業（製造業、情報通信業、観光）は、地域経済の心臓部 

  とも言え、域外から資金を稼いでくる産業の集積を促進し、競争力を強化することが重要。 
 
 
 
 
 

§３ 大阪府の地域経済構造（検討のポイント） 

（出典）大阪府の地域経済分析 - 経済産業省 

ⅱ） 影響力係数 
 地域への波及力 
 の高い産業 
 

 ※各産業部門への1単位の 
  需要増加が全産業の生産 
  をどれだけ増加させるか 
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大阪府の影響力係数（全産業） 影響力係数
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大阪府の特化係数と労働生産性（全産業）
特化係数 労働生産性

※域内市場産業： 日用品小売業、生活関連サービス 
            対個人サービス業 

赤枠は域外市場産業 

 経産省レポートにて製造業（一部を除く）の特化係数が高いと報告されていることから、 
 製造業を細分類化して分析（次頁参照） 

② 国際博覧会大阪開催による経済効果検討 

上流側 

ⅰ） 特化係数 
 地域の競争力の 
 ある産業 
 

 ※各産業部門において１を 
  上回る場合、全国に比べ 
  その地域の競争力が高い 
  ことを示す 
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農業・林業

漁業

鉱業・採石業・砂利採取業

建設業製造業

電気・ガス・熱供給・水道

業

情報通信業

運輸業・郵便業
卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業

学術研究・専門技術サービス業

宿泊業・飲食サービス業

生活関連サービス業・娯楽業
医療・福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

食料品製造業

飲料・たばこ・飼料製造業

繊維工業

家具・装備品製

造業

印刷・同関連事業

化学工業

プラスチック製品製

造業（別掲を除く）

なめし革・同製品・毛皮製造業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

非鉄金属製造業

はん用機械器具製造業

生産用機械器具製造業

業務用機械器具製造業

電気機械器具

製造業

情報通信機械器具製造業

その他の製造業

0.00

1.00

2.00

0.85 1.00 1.15

産業別の影響力係数と特化係数の関係性

§３ 大阪府の地域経済構造（特化係数と影響力係数による分析結果） 

 特化係数 
  （基準化） 
 地域の競争力の 
  ある産業 
 

影響力係数 
  （基準化） 
地域への波及力 
の高い産業 

域外市場産業 

製造業細分類 

 
 

② 国際博覧会大阪開催による経済効果検討 
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■特化係数と影響力係数の関係 
  （産業別） 

特に府内産業の成長に対する影響が大きい分野  
  【 製造業 】  化学工業、生産用機械・電気機械器具製造業 等 
  【ｻー ﾋ゙ｽ業】  情報通信業、宿泊業・飲食ｻー ﾋ゙ｽ業、その他ｻー ﾋ゙ｽ業（人材派遣等）  等 



§４ 万博開催による直接・間接効果を加味した経済波及効果（総合計） 

 万博開催（愛・地球博相当）による経済波及効果（府内）  ＜標準試算＞ 
      【建設・運営・消費支出（A）】  8,690億円 → 【経済波及効果（B）】  11,279億円 

＋ 
 万博開催による直接・間接（誘発）効果（府内）          ＜ｵﾌﾟｼｮﾝ試算＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

       
  

      【上記①～⑥の効果（C）】  13,110億円 → 【経済波及効果（D）】  17,580億円 

【直接効果】 開催前・開催中    ※想定入場者数：2,200万人（愛・地球博相当） 

  ①ｵー ﾀ゙ ﾒーｲﾄ゙型医薬品・医療ｻー ﾋ゙ｽの普及・定着       3,300億円  ※66万人/年（想定入場者の3%）×10万円/人×5年 
  ②次世代型ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末等の普及・定着 1,650億円  ※110万人/年（想定入場者の5%）×3万円/人×5年 
  ③次世代型携帯端末機器の普及                  2,200億円  ※ 440万人/年（想定入場者の20%） ×5万円/人 
  ④開催前の観光客（訪日外国人、国内                             ※482億円（愛・地球博の総消費支出の5%（半年） 
   旅行者）の増加                      2,410億円      ×2）×5年 
   ⑤開催に向けた企業の研究開発・設備投資等  1,140億円 ※228億円/年（府内民間設備投資の3%）×5年 

＝ 

 万博開催による経済波及効果（府内）（総合計）  ＜標準＋ｵﾌﾟｼｮﾝ試算＞ 
                 【総需要（E：A＋C）】  21,800億円 →  【経済波及効果（F：B＋D）】  28,859億円    F/E=1.32 

② 国際博覧会大阪開催による経済効果検討 

【間接（誘発）効果】      開催後 （ 大阪・関西の魅力度や知名度の向上による） 
  ⑥開催後の観光客（訪日外国人、国内          ※482億円（愛・地球博の総消費支出の5%（半年） 
   旅行者）の増加                          2,410億円   ×2）×5年 
  ⑦国際会議・大規模イベントの開催  ※国際会議1回あたりの経済波及効果 141億円 （21,316億円/151件） 
  ⑧国内企業・外資系企業の進出    ※参考値：某外資系製薬会社の従業員 約2,700名 
  ⑨国内転出・海外移転企業の再進出        
  ⑩高度人材集積による研究開発拠点等の形成 
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